
 

 

 

定例プレスリリース（令和 7 年 2 月 3日） 

 

プレスリリース事項 

 

１．令和 6年度酒田市防災ワークショップの実施（危機管理課） 

２．令和 6年度酒田市防災講演会を実施（危機管理課） 

３．えるぼし認定企業の表敬訪問について（商工港湾課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

定例プレスリリースは原則週一回、毎週月曜日に行います（月曜日が休日およ

び祝日の場合は翌日）。次回の定例プレスリリースは 2 月 10 日（月）に行いま

す。 

 

 

 

 

 

●プレスリリースに関するお問い合わせ 

市長公室広報広聴係 池田 

      ℡ 26-5706、FAX 26-3688 

  Eメール koho@city.sakata.lg.jp 

 



 

令和 7 年 2 月 3 日 

 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

令和 6年度酒田市防災ワークショップを実施します 

 

 このたび、酒田市民等の防災力及び共助力の向上を目的として「避難所運営を

見直そう－避難所運営委員会を立ち上げよう－」をテーマに、令和 6 年度酒田

市防災ワークショップを実施いたします。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇日時／2月 8日（土）午後 2時～4時（１時開場） 

○場所／公益研修センター1階 中研修室 

○対象／市内各コミュニティ振興会役員及び女性防災リーダー育成講座 

○受講者／概ね 50人 

◆詳しくは本講演会チラシを参照してください。     

 

 

 

●お問い合わせ／危機管理課 佐藤千尋 

℡ 26-5701、FAX 24-5464 

Eメール kikikanri@city.sakata.lg.jp 

 

◆ポイント 

○災害により帰宅困難となった場合の避難所での共同生活に当たり、その実態

や課題、問題点を整理し、円滑な避難所運営を行うためには何が必要かを、

ワークショップを通して学びます。 

〇テーマ／避難所運営を見直そう－避難所運営委員会を立ち上げよう－ 

〇講師／東北大学災害科学国際研究所 地震・津波リスク評価寄附研究部門 

プロジェクト講師 博士（学術）保田真理（やすだまり）氏 



酒田市防災ワークショップ
＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

「避難所運営を見直そう！」
－避難所運営委員会を立ち上げよう－

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

開催日時 令和７年２月８日（土）
１４時～１６時
（開場１３時）

会 場 酒田市公益研修センター
１階「中研修室」
（東北公益文科大学敷地内）

※詳細は裏面地図をご確認
ください。

東北大学災害科学国際研究所 保田 真理 博士（学術）

主催 酒田市・酒田市自主防災協議会
問／☎０２３４－２６－５７０１（酒田市危機管理課）

保田 真理（やすだ・まり）先生 プロフィール
東北大学災害科学国際研究所
地震・津波リスク評価寄附研究部門 プロジェクト講師 博士（学術）

（日本防災士会（女性防災推進局）理事）

・兵庫県三木市生まれ
・平成11年８月〜平成24年９月：東北大学大学院工学研究科 附属災害制御研究センター
研究支援員

・平成24年10月〜平成29年３月：東北大学災害科学国際研究所 津波工学研究室 助手
・平成29年4月〜現在：東北大学災害科学国際研究所 地震・津波リスク評価寄附研究部門
プロジェクト講師（令和５年３月 博士号取得）

・令和３年４月～現在：酒田市女性防災リーダー育成講座講師
・令和５年４月～現在：岩沼市防災会議委員
・専門：自然災害科学、防災教育、コミュニケーション心理学



消防本部
南分署

INPEX酒田アリーナ
（国体記念体育館）

土門拳記念館

飯森山公園

東北公益文科大学

駐 車 場

車両
出入口

酒田市公益研修
センター
公益ホール

出入口

至出羽遊心館

至宮野浦

◎るんるんバス
酒田駅大学線も
ご利用できます。

会場案内図

会場

飯森山
多目的グラウンド

至国道７号線

至鶴岡市 至酒田市内



 

令和 7 年 2 月 3 日 

 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

令和 6 年度酒田市防災講演会を実施します 

 

 このたび、酒田市民等の防災力及び共助力の向上を目的として「災害時に大切

な人と地域を守る関係づくり－東日本大震災や令和 6 年 7 月豪雨災害の経験か

ら－」をテーマに、令和 6年度酒田市防災講演会を実施いたします。 

つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇日時／2月 9日（日）午前 10時～11時 30分（9時開場） 

○場所／公益ホール 

○対象／どなたでも 

○費用／無料 

◆詳しくは本講演会チラシを参照してください。     

 

 

●お問い合わせ／危機管理課 佐藤千尋 

℡ 26-5701、FAX 24-5464 

Eメール kikikanri@city.sakata.lg.jp 

 

◆ポイント 

○近年、激甚化する自然災害が発生した際に、大切な人や地域を守る関係づく

りを、地震・津波災害研究の第一人者であり、防災・減災教室なども積極的

に展開している保田真理講師が、分かりやすく説明します。 

〇テーマ／災害時に大切な人と地域を守る関係づくり 

―東日本大震災や令和 6年 7月豪雨災害の経験から― 

〇講師／東北大学災害科学国際研究所 地震・津波リスク評価寄附研究部門 

プロジェクト講師 博士（学術）保田真理（やすだまり）氏 



令和６年度

災害時に大切な人と地域を守る関係づくり
－東日本大震災や令和６年７月豪雨災害の経験から－

日時 令和７年２月９日（日）
１０時～１１時３０分
（開場９時）

会場 酒田市公益研修センター
公益ホール
（東北公益文科大学敷地内）
※詳細は裏面地図をご確認
ください。

参加 どなたでも

費用 無料

※申し込みは不要です。
直接会場にお越しください。

～女性の視点を含め、わかりやすくお伝えします～

お問い合わせ
☎０２３４－２６－５７０１（酒田市危機管理課）

保田 真理（やすだ・まり）先生 プロフィール
東北大学災害科学国際研究所
地震・津波リスク評価寄附研究部門 プロジェクト講師 博士（学術）

（日本防災士会（女性防災推進局）理事）

・兵庫県三木市生まれ
・平成11年８月〜平成24年９月：東北大学大学院工学研究科 附属災害制御研究センター
研究支援員

・平成24年10月〜平成29年３月：東北大学災害科学国際研究所 津波工学研究室 助手
・平成29年4月〜現在：東北大学災害科学国際研究所 地震・津波リスク評価寄附研究部門
プロジェクト講師（令和５年３月 博士号取得）

・令和３年４月～現在：酒田市女性防災リーダー育成講座講師
・令和５年４月～現在：岩沼市防災会議委員
・専門：自然災害科学、防災教育、コミュニケーション心理学

入場無料

酒 田 市 防 災 講 演 会
タイトル



消防本部
南分署

INPEX酒田アリーナ
（国体記念体育館）

土門拳記念館

飯森山公園

東北公益文科大学

駐 車 場

車両
出入口

酒田市公益研修
センター
公益ホール

出入口

至出羽遊心館

至宮野浦

◎るんるんバス
酒田駅大学線も
ご利用できます。

会場案内図

会場

飯森山
多目的グラウンド

至国道７号線

至鶴岡市 至酒田市内



 

令和 7年 2月 3日 

酒田記者クラブ加盟社 各位 

 

えるぼし認定企業の表敬訪問について 

 

 このたび、令和 6年度に厚生労働大臣が認定する、女性活躍推進法に基づく認

定（通称：えるぼし認定）を取得した市内企業が、市長を表敬訪問します。 

 つきましては、取材等に関し特段のご配慮を賜りますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○日時／2月 10日（月）午前 9時～10時 

○場所／市役所 4階 第一応接室 

○市出席者／市長、地域創生部長、商工港湾課長 

 

 

 

●お問い合わせ／商工港湾課 

人材活躍推進係 讃岐、大川 

℡ 26-5757、FAX 22-3910 

Eメール koyou@city.sakata.lg.jp 

○表敬企業（敬称略） 

１．㈱大丸不動産〈えるぼし 2段階目〉 

代表取締役 山本 洋司 氏 

業種：不動産業 認定年月：令和 6年 8月 労働者数：17人 

２．社会福祉法人さくら福祉会〈えるぼし 3段階目〉 

理事長 佐藤 正視 氏 

業種：医療・福祉 認定年月：令和 6年 12月 労働者数：433人 

 

○えるぼし認定企業とは 

・女性活躍推進法に基づき、一般事業主行動計画の策定・届出等を行った事業

主のうち、女性の活躍推進に関する取組の実施状況が優良である等の一定の

要件を満たした事業主が、労働局への申請を行うことで、厚生労働大臣の認

定（えるぼし認定）を受けられるものです。 

・「えるぼし」の認定の段階は、「採用」「継続就業」「労働時間等の働き方」「管

理職比率」、「多様なキャリアコース」の ５項目の認定基準のうち満たした

数に応じて 3段階あります。 


